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小野活性化協議会 

 

 

小野公民館、完成近づく！                                                             

                                 

   

 

 

 

 

       基礎工事の様子 7 月末 

 

   

 

 

 

 

 

         小野の子供たちに地域の野菜を     

  

 

 

         新公民館平面図  平屋建、鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造 

         サツマイモ収穫祭のご案内 

  小野活性化協議会では、この春小野小学校そばの田んぼに美味しい安納芋と紅はるかを植えました。 

秋、子どもさんやお孫さん等家族そろって芋ほりをして、楽しい時間を過ごしませんか？ 

１ 時期 10 月 23 日（土）・24 日（日）  ＊各御家庭の時間は後日連絡します 

（コロナ感染予防のため、日時を調整して一家族ずつずらして収穫していただきます） 

 ２ 参加料 一家族１、０００円（当日徴収します）       サツマイモのヤサイコトバ 

 ３ 収穫量 掘った芋はお持ち帰り（一家族 15 ㎏程度）       幸運の引き寄せ 

 ４ 駐車場 奈美公会堂 

 ５ 持参物 スコップ、鍬、軍手、持ち帰り用段ボール 

 6 連絡先 小野活性化協議会 清水 功（0835-36-0190） 

 ７ 申し込み 10 月 1 日（金）～10 日（日） 先着 12 組限定 

令和３年９月 

８号 
活性化協議会

広報誌 

新公民館は段差のないバリアフリー（和室は例

外）、トイレも洋式。ただし、上下足は履き替えの

方向。 

進入路と合わせて総工費４億円。防府市内初の

老人憩の家、消防分団器庫複合施設。 

       8 月 コンクリート打設 

 今後の予定 9 月～鉄骨造、屋根、外壁、内装 

 2 月完成引き渡し予定 



 

 

 活性化協議会結成８年、「夢プラン」実施状況総括

 小野地区の活性化を目指し、活性化協議会を結成して８年を経過しました。その間山口県,防府市の 

支援も得ながら活動してきた結果を下のように整理しました。未だ道半ばですが、今後も地域活性化 

のため努力を続けます。  事務局 八木 静也 

夢プラン これまでの経過と今後の活動 評価 

買い物が 

できる 

公民館での買い物 予算上不可、地域内起業既存事業者への協力 × 

移動販売での買い物 とくし丸等事業者が進出、継続に協力 △ 

特産品 

作り 

売れる農産物 イベントでの臨時販売、新鮮野菜のブランド化を目指す 〇 

農産物加工品作り ピザ屋「虹」事業化、地域内起業者発掘立ち上げ協力 〇 

田舎遊びプラン 既存イベントで出店販売、清流ロードレース企画実行 〇 

 

くらし 

満足度 

生活交通の確保 住民要望調査等の実施、市との交渉等詳細は下欄 × 

診療所･薬局開設 予算面で難､医師会も否定的､オンライン診療実現へ準備 × 

健康作り活動 デイステーション開設､現会員 40 名 〇 

移住者の呼び込み･再生エネルギー開発については当面テーマから外す × 

その他 活性化ロゴマーク作成、小野名所看板メンテ、テント等備品整備 〇 

 

進む小野と牟礼を結ぶ農道建設 

  

 

 

 

 

 

                             真尾川に架かる橋建設途中 

鈴屋平地区の信号機のある交差点を起点とし、 

牟礼阿弥陀寺と国道 2 号線を結ぶ市道を終点と 

する牟礼小野農道の建設が山口県山口農林水産 

事務所により実施されています。このうち、起 

点から小野大橋を含む真尾まで約３ｋｍは開通 

しており、令和 7 年度の全線開通を目標に現在 

も工事が行われているところです。 

この農道は農産物輸送の効率化を目的として 

おり、また小野地域と農業大学校のつながりも 

視野に入れ計画されたものです。農道の開通に 

より小野地域のさらなる活性化が見込まれてい 

ます。 

生活交通について 

 生活交通グループ 清水 浩司 

 現在、小野地区には佐波川の右岸・左岸にバス

路線があります。しかし、場所によってはバス停

まで 1ｋｍ以上離れた地域もあります。このよう

な状況下、生活交通の改善に取り組んできました。

市内ではすでに大道切畑地区、玉祖地区でデマン

ドタクシー＊が稼働しています。小野地区におい

ても久兼でデマンドタクシーについての説明会が

ありましたが、路線バスと競合しないことが前提

となるため実現に至りませんでした。路線バスが

全廃になればコミュニティバスを走らせることも

可能になりますが、高校生の通学や免許のない方

の通院を考えると現時点では難しいと思います。 

 小野地区においてどのようなことが可能か事例

を調べてきましたが、今のところ具体的な方策が

見出せないのが実情です。私たち生活交通グルー

プは小野に適した生活交通の可能性についてこれ

からもトライしていきたいと思います。 

＊利用者に配慮したバス(安価)､タクシー(便利)を合わせた交通 


